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ご
あ
い
さ
つ

�

理
事
長　

横
山 

大
樹

山
々
の
木
々
の
葉
が
見
事
に
色

づ
く
錦
繍
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
定
時
評
議
員
会
、
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
退
教
互
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
期
待
の
大
き
さ
と
責
務
の

重
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
た
め

に
尽
力
し
、
精
一
杯
務
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
本
年
も
日
本
の
男
女
平
均
の
健
康
寿

命
は
、
世
界
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
期
に
お
い
て
、
自

身
に
合
っ
た
生
き
方
を
選
択
す
る
中
で
も
、
健
康
を
第
一
と

し
つ
つ
、
趣
味
や
旅
行
等
、
充
実
し
た
日
々
を
送
り
た
い
も

の
で
す
。

退
教
互
で
は
、
退
職
後
の
生
活
に
役
立
つ
様
々
な
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
医
療
補
助
金
給
付
事
業
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
減
ら
す
手
厚
い
保
障
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
補
助
等
も
あ
り
、
会
員
の
皆
様

が
退
職
後
も
、
福
祉
の
充
実
、
豊
か
な
第
二
の
人
生
を
送
る

た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
退
教
互
の

健
全
運
営
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「秋の夜長に」
渥美謙一（田原・田原南部小）
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表
紙
写
真
に
一
言

キ
ク
農
家
は
、
電
照
に
よ
っ
て
日
照
時
間
を
調
節
す

る
こ
と
で
、
一
年
中
キ
ク
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
主
に
九
月
中
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
に
か
け
て
田

原
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
温
室
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

あいち
退教互だより
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第10回 定時評議員会の報告� 令和４年８月19日㈮　於、愛知県教育会館

　第10回定時評議員会が、８月19日㈮午後２時30分から愛知県教育会館において開催された。
●第１号議案
　「令和３年度事業ならびに決算報告に関する件」
　議案書に基づき、事業ならびに決算について報告された。その後、監査報告がされ、満場一致で承認された。
　下記は、その内容の一部を記載したものである。
●�第３号議案「運営規則一部変更に関する件」、第４号議案「令和４年度役員選任に関する件」、第５号議案「令和４年
度評議員選任に関する件」について提案され、いずれも満場一致で承認された。
　�なお、下記「令和４年度事業計画」については、第２号議案「令和４年度事業計画及び予算に関する件」で審議・承
認されたものである。

　 決算報告の概要
貸借対照表内訳表� 令和４年３月31日現在（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 生活貸付事業 小　　計
Ⅰ　資産の部
流 動 資 産 合 計 0 424,002,185 10,070,303 72,583,738 506,656,226 0 △ 353,404,745 153,251,481
特 定 資 産 合 計 0 9,884,780,000 0 0 9,884,780,000 0 0 9,884,780,000
そ の 他 固 定 資 産 合 計 0 2,186,329 0 0 2,186,329 0 0 2,186,329
資 産 合 計 0 10,310,968,514 10,070,303 72,583,738 10,393,622,555 0 △ 353,404,745 10,040,217,810

Ⅱ　負債の部
流 動 負 債 合 計 18,000,000 132,876,402 254,824,056 27,605 387,728,063 △ 353,404,745 52,323,318
固 定 負 債 合 計 0 9,884,780,000 0 0 9,884,780,000 0 9,884,780,000
負 債 合 計 18,000,000 10,017,656,402 254,824,056 27,605 10,272,508,063 0 △ 353,404,745 9,937,103,318

Ⅲ　正味財産の部
指 定 正 味 財 産 合 計 0 0 0 0 0 0 0 0

　２　一般正味財産 △ 18,000,000 293,312,112 △ 244,753,753 72,556,133 121,114,492 0 0 103,114,492
正 味 財 産 合 計 △ 18,000,000 293,312,112 △ 244,753,753 72,556,133 121,114,492 0 0 103,114,492
負 債 及 び 正 味 財 産 計 0 10,310,968,514 10,070,303 72,583,738 10,393,622,555 0 △ 353,404,745 10,040,217,810

正味財産増減計算書内訳表� 令和３年４月１日から令和４年３月31日まで（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 生活貸付事業 小　　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　⑴　経常収益

経 常 収 益 計 0 1,261,181,921 0 19,398 1,261,201,319 0 0 1,261,201,319
　　⑵　経常費用

事 業 費 2,000,000 848,999,703 19,063,547 0 868,063,250 0 0 870,063,250
管 理 費 2,134,197 35,855,082 12,739,741 0 48,594,823 42,312,871 0 93,041,891
経 常 費 用 計 4,134,197 884,854,785 31,803,288 0 916,658,073 42,312,871 0 963,105,141
評 価 損 益 等 計 0 85,823,000 0 0 85,823,000 0 0 85,823,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 4,134,197 462,150,136 △ 31,803,288 19,398 430,366,246 △ 42,312,871 0 383,919,178

　２　経常外増減の部
　　⑴　経常外収益

経 常 外 収 益 計 0 2,800,000 0 0 2,800,000 0 0 2,800,000
　　⑵　経常外費用

経 常 外 費 用 計 0 380,000,000 0 0 380,000,000 0 0 380,000,000
当期経常外増減額 0 △ 377,200,000 0 0 △ 377,200,000 0 0 △ 377,200,000

他 会 計 振 替 額 2,134,197 △ 57,186,809 12,739,741 0 △ 44,447,068 42,312,871 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,000,000 27,763,327 △ 19,063,547 19,398 8,719,178 0 0 6,719,178
一般正味財産期首残高 △ 16,000,000 265,548,785 △ 255,690,206 72,536,735 112,395,314 0 0 96,395,314
一般正味財産期末残高 △ 18,000,000 293,312,112 △ 244,753,753 72,556,133 121,114,492 0 0 103,114,492

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 18,000,000 293,312,112 △ 244,753,753 72,556,133 121,114,492 0 0 103,114,492

　 事業計画の概要　《令和４年度事業計画》
１　教育振興事業� （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

教育講演会事業費 4,411,500 「教育講演会」
合　　　計 4,411,500

２　退職互助事業� （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

医療補助金給付 480,000,000 退職会員に対する医療補助金給付
弔 慰 金 給 付 600,000 現職会員死亡者に対する給付
退 会 金 給 付 260,000,000 現職会員退会者に対する給付
埋 葬 料 給 付 7,000,000 退職会員・受給資格配偶者の死亡者に対する給付
退職返戻金給付 185,000,000 退職会員で、受給資格配偶者の登録辞退者への給付
合　　　計 932,600,000

３　文化厚生事業� （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

講 演 会 事 業 費 200,000 一般を対象にした文化講演会等
文化財めぐり事業費 700,000 文化財等の見学旅行補助（１人8,000円）・経費
海外事情視察事業費 600,000 海外研修旅行補助（１人15,000円）
文化活動補助金支出 500,000 愛知県教職員囲碁大会
人間ドック補助金支出 17,000,000 人間ドック利用者補助（１人10,000円）
会 報 発 行 費 4,000,000 「あいち退教互だより」年３回発行
ポ ス タ ー 作 成 費 400,000 教育宣伝用等
研究大会補助金支出 450,000 県内での東海北陸・全国大会への研究補助
新会員親睦連絡会費 700,000 新退職会員への事業説明・連絡・親睦会
支 部 活 動 費 120,000 ３地区支部活動
合　　　計 24,670,000

※令和３年度第１回理事会において、生活資金貸事業を令和５年３月末に終了することが決定した。
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退
教
互
の
外
部
監
事
と
し
て
、
決

算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
全
体
の
概
要
で
す
が
、
会

員
数
は
、
昨
年
度
、
現
職
会
員
２
４
，

１
６
１
人
、
退
職
会
員
（
受
給
資
格

配
偶
者
を
含
む
）
３
８
，
９
７
２
人

の
合
計
６
３
，
１
３
３
人
で
、
一
昨

年
度
と
比
較
し
て
４
６
６
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
産
総
額

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
末
が
約
100
億

円
と
な
り
、
一
昨
年
度
比
で
約
4.4
億

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
事
業
費
に
お
い

て
は
、
一
昨
年
度
と
同
様
に
総
額
約

９
億
円
を
、
教
育
振
興
事
業
、
退
職

互
助
事
業
、
文
化
厚
生
事
業
、
生
活

資
金
貸
付
事
業
の
各
４
事
業
に
充
て

て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
末
永
く
ご
活
用
い
た

だ
け
る
事
業
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

念
頭
に
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
生

活
資
金
貸
付
事
業
は
令
和
５
年
３
月

末
に
事
業
終
了
）

次
に
、
右
頁
の
決
算
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。〈
貸

借
対
照
表
内
訳
表
〉
の
【
Ⅰ
資
産
の

部
】
に
は
約

100.40
億
円
の
総
資
産
が
あ

り
、
そ
の
内
、
日
常
業
務
の
運
転
資

金
を
含
む
『
流
動
資
産
』
は
約
1.53
億

円
あ
り
、
同
じ
資
産
の
部
で
も
重
要

な
『
特
定
資
産
』
は
約

98.85
億
円
を
計

上
し
、
退
教
互
の
事
業
運
営
を
継
続

す
る
上
で
、最
低
限
必
要
な
資
金
（
責

任
準
備
金
等
引
当
資
産
）
を
示
し
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
残
り
の
資
産
と
し
て
、

『
そ
の
他
固
定
資
産
』
が
約
0.02
億
円

あ
り
、 
会
員
の
皆
様
の
重
要
な
退
職

互
助
事
業
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
に
投
資
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て
資

産
総
額
が
約
4.37
億
円
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
、
次

の
【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流
動
負
債
』

約
0.52
億
円
を
差
し
引
い
た
約
3.85
億
円

が
昨
年
度
に
お
け
る
財
産
の
増
加
額

と
な
り
ま
す
。

一
方
、【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流

動
負
債
』
約
0.52
億
円
は
、
約
0.51
億
円

の
未
払
金
（
医
療
給
付
金
３
月
分
の

支
給
遅
れ
等
）
と
約
0.01
億
円
の
事
務

局
の
預
り
金
等
の
合
計
額
で
あ
り
、

『
固
定
負
債
』
約

98.85
億
円
は
、
外
部

の
専
門
家
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
責
任

準
備
金

98.63
億
円
の
引
当
金
等
で
、

【
Ⅰ
資
産
の
部
】
の
『
特
定
資
産
』

と
同
額
を
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
健

全
な
財
産
の
確
保
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

役
割
も
担
っ
て
お
り
、
医
療
給
付
金

等
の
補
填
以
外
の
目
的
で
の
使
用
を

制
限
し
、
財
産
の
減
少
を
防
い
で
お

り
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
責
任
準
備

金
は
当
面
は
積
み
増
し
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
）

さ
ら
に
、
昨
年
度
以
前
の
財
産
の

増
減
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
運
用
成

果
を
示
す
【
Ⅲ
正
味
財
産
の
部
】（
＝

【
Ⅰ
資
産
の
部
100.40
億
円
】

−

【
Ⅱ
負

債
の
部
99.37
億
円
】）
は
約
1.03
億
円
で

あ
り
、【
Ⅰ
資
産
の
部
】
の
『
特
定

資
産
』
以
外
に
内
部
留
保
で
き
た
運

用
可
能
な
財
産
と
し
て
、『
そ
の
他

固
定
資
産
』
に
約
0.02
億
円
、『
流
動

資
産
』
に
約
1.01
億
円
、
合
計
約
1.03
億

円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

因
み
に
、
そ
の
財
産
の
収
入
源
と

使
途
は
〈
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表
〉
で
、
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

【
１
経
常
増
減
の
部
】
の
［（
１
）

経
常
収
益
］
が
収
入
源
を
、［（
２
）

経
常
費
用
］
の
『
事
業
費
』
と
『
管

理
費
』が
使
途
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、［（
１
）
経
常
収
益
］
か
ら

［（
２
）
経
常
費
用
］
を
差
し
引
い
た

評
価
損
益
等
調
整
前
の
『
当
期
経
常

増
減
額
』
は
約
2.98
億
円
の
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
債
券
の
時
価

評
価
等
に
よ
り
特
定
資
産
評
価
益
が

約
0.86
億
円
発
生
し
た
た
め
、『
当
期

経
常
増
減
額
（
通
常
損
益
）』
と
し

て
は
約
3.84
億
円
の
プ
ラ
ス
に
増
加
し
、

こ
れ
に
『
退
職
給
付
費
用
』（
外
部

へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い
費
用
）
約

0.01
億
円
と
『
未
払
金
』（
実
質
的
な

債
務
）
の
増
加
額
約
0.52
億
円
を
足
し

戻
す
と
前
出
の
資
産
総
額
の
増
加
額

約
4.37
億
円
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
責
任
準
備
金
等
の
繰
入
れ

（
外
部
へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い

損
失
）
に
よ
り
、
3.80
億
円
の
『
経
常

外
費
用
（
臨
時
損
失
）』
が
発
生
し
、

『
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
（
年

間
損
益
）』
が
約
0.07
億
円
の
プ
ラ
ス

に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
『
経
常
外
費
用
』
3.80
億
円
は
【
Ⅰ

資
産
の
部
】
の
『
特
定
資
産
』
の
増

加
分
約
3.78
億
円
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、

内
部
留
保
さ
れ
て
い
る
財
産
で
あ
る

こ
と
が
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
健
全
な
財

務
状
況
の
維
持
」
に
は
毎
期
、『
当

期
経
常
増
減
額
』
の
プ
ラ
ス
に
よ
る

着
実
な
『
資
産
総
額
』
の
増
加
が
不

可
欠
で
す
。

但
し
、
一
般
財
団
法
人
化
に
よ
る

保
有
債
券
等
の
利
息
収
入
に
対
す
る

課
税
や
低
金
利
下
で
の
財
産
運
用
で

は
、『
管
理
費
』
は
賄
え
て
も
『
事

業
費
』
を
補
填
で
き
る
の
は
一
部
に

過
ぎ
ず
、
財
産
の
保
守
が
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
決
算
報
告
で
は
、
会
員

の
皆
様
よ
り
託
さ
れ
た
財
産
の
使
い

道
が
退
教
互
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か

否
か
、
責
任
準
備
金
が
充
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
を
ご
確
認
い

た
だ
く
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

財
務
状
況
に
つ
い
て
令
和
3
年
度
監
事

末
守
良
一

令和４年度　役員名簿
理　事　長
　横山　大樹　愛教組連合会長
副 理 事 長
　鈴村　俊二　県小中学校長会長（東海・三ツ池小）
専 務 理 事
　神本　悠治　愛教組連合福利厚生担当
理　　　事
　林　　徳孝　退職者代表（退教互事務局長）
　久野　友士　退職者代表（退教互事務局次長）�
　丸子　義彦　退職者代表（退教互事務局次長）
　久野　賢二　名古屋市立小中学校長会長（名古屋・鶴舞小）
　保科　克之　三河小中学校長会長（豊田・拳母小）
　幾世　　稔　県小中学校長会福安委員長（半田・半田小）
　河合　雄介　名古屋教組執行委員長
　守山　佑介　尾張部単組長代表
　小田　大悟　三河部単組長代表
　藤井　　慎　県小中学校教頭会長（豊川・東部小）
　石川　隆一　県小中学校事務職員研究会長（刈谷・刈谷特支）
監　　　事
　宮田　健一　退職者代表
　浅野　薫史　尾張小中学校長会長（春日井・東部中）
　加藤　義人　愛教組連合会計
　末守　良一　会計・税務相談員
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令
和
四
年
十
月
一
日
よ
り
「
課
税

所
得
」
と
「
年
収
」
に
よ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
が
二
割
に

な
る
会
員
の
方
が
み
え
る
と
思
い
ま

す
。該

当
す
る
会
員
の
方
は
「
医
療
補

助
金
請
求
書
」
を
新
た
な
用
紙
で
記

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
割

負
担
と
同
じ
用
紙
に
続
け
て
記
入
し

て
い
た
だ
き
、
余
白
や
付
箋
に
、「
十

月
か
ら
二
割
負
担
と
な
っ
た
」
こ
と

を
書
い
て
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
名
称
変
更

　
旧	

愛
知
医
科
大
学

	

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
新	

愛
知
医
科
大
学
眼
科

	

ク
リ
ニ
ッ
ク M

iR
A
I

★
追
加

　
新	

名
和
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
の
裏
面

に
、
領
収
書
添
付
の
医
療
機
関
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
愛
知
医
科
大

学
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、

令
和
四
年
七
月
に
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
領
収
書
添
付
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
十
一
月
よ
り
「
名
和
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
領
収
添
付

の
請
求
医
療
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
と
お
願
い
》

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る

　
　
　
窓
口
負
担
割
合
の

�

見
直
し
に
つ
い
て

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
施

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度

は
「
新
退
職
会
員
親
睦
連
絡
会
」
を

九
月
三
日
（
土
）
に
ル
ブ
ラ
王
山
、

九
月
十
日
（
土
）
に
刈
谷
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
午
前
・
午
後
の
二
部

に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

九
月
の
初
め
に
ル
ブ
ラ
王
山
で
行

わ
れ
た
「
新
退
職
会
員
親
睦
連
絡
会
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
食
事
を
し
な
が
ら

の
親
睦
は
残
念
な
が
ら
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
退
職
教
職
員
互
助
会
の

事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
丁
寧

に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
大
変
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

特
に
、
自
分
自
身
、
最
も
関
心
が

高
か
っ
た
医
療
補
助
金
給
付
事
業
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
仕
組
み
の
確
認

が
で
き
ま
し
た
。
配
偶
者
も
会
員
で

あ
れ
ば
、
申
請
で
き
る
こ
と
、
毎
月

三
千
円
の
自
己
負
担
額
を
引
い
た
六

割
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
退
職

後
に
は
、
と
て
も
、
あ
り
が
た
い
制

度
で
あ
り
、
さ
っ
そ
く
今
年
か
ら
利

用
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
三
年
ぶ
り
の
「
文

化
財
め
ぐ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。
天

候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か

傘
を
一
度
も
開
く
こ
と
が
な
く
全
て

の
行
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。参
加
者
は
二
四
名
と
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
感
想

か
ら
も
、今
回
の
「
文
化
財
め
ぐ
り
」

の
満
足
度
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
回
は
京
都
市
で
平
安
神
宮
に
隣

接
す
る
京
セ
ラ
美
術
館
、
老
舗
料
亭

『
六
盛
』
で
京
料
理
と
舞
妓
の
京
舞

を
鑑
賞
。
愛
知
出
身
の
舞
妓
に
親
し

み
を
感
じ
た
。
京
都
五
山
を
一
望
で

き
る
京
都
駅
伊
勢
丹
十
一
階
レ
ス
ト

ラ
ン
街
松
山
閣
で
の
湯
葉
桶

膳
の
夕
食
も
得
が
た
い
体
験

で
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、
兵
庫
県
豊
岡

市
の
観
光
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
た
。
信
州
そ
ば
を

ル
ー
ツ
に
も
つ
出
石
蕎
麦
の

昼
食
後
、
城
下
町
出
石
を
散

策
し
た
。
町
を
挙
げ
て
辰
鼓

楼
を
は
じ
め
重
要
伝
統
建
造

物
群
の
景
観
保
全
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
姿
に
共
感
し
た
。

記
念
に
伝
統
工
芸
品
出
石
焼

の
茶
器
を
購
入
し
た
。
コ
ウ

「
新
退
職
会
員
親
睦
連
絡
会
」
を

�

開
催
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
各
医
療
機
関
へ
の
提
出

書
類
の
依
頼
や
事
務
局
へ
の
申
請
に

つ
い
て
具
体
的
な
ご
説
明
を
い
た
だ

き
、
初
め
て
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て

の
心
配
事
も
解
消
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
時
代
の
同
級
生
数
人

と
も
何
十
年
ぶ
り
か
に
顔
を
合
わ
せ
、

言
葉
も
交
わ
す
機
会
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

医
療
制
度
が
毎
年
の
よ
う
に
改
訂

さ
れ
る
中
、
退
職
後
の
生
活
へ
の
不

安
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
中
、

医
療
補
助
金
給
付
事
業
を
始
め
と
す

る
退
職
教
職
員
互
助
会
の
意
義
や
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
会
で
し
た
。

「
新
退
職
会
員
親
睦
連
絡
会
」に

　

 

参
加
を
し
て

�

名
古
屋
市　

牛
田　

宏
昭

新退職会員親睦連絡会

「
文
化
財
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で
は
周
辺
の
田
ん

ぼ
に
舞
う
姿
に
野
生
化
へ
の
希
望
を

感
じ
た
。
城
崎
温
泉
街
外
湯
巡
り
も

粋
な
計
ら
い
で
あ
っ
た
。

最
終
日
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
見
学

は
参
加
目
的
地
の
第
一
で
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
中
、
国
民
学
校
二
年

生
か
ら
六
年
生
を
過
し
た
小
生
に
と
っ

て
一
度
は
訪
ね
た
か
っ
た
。
今
、
緊

迫
し
た
世
界
情
勢
に
又
心
が
痛
む
。

平
和
の
日
々
を
取
り
戻
し
た
い
。

今
回
も
一
味
違
う
旅
行
体
験
が
で

き
て
満
足
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加

者
が
少
数
で
あ
っ
た
の
が
残
念
で

あ
っ
た
。
次
回
も
参
加
し
た
い
。

退
教
互
の
海
外
旅
行
は
平
成
四
年

第
十
五
回
豪
州
を
皮
切
り
に
二
十
数

回
参
加
。五
大
陸
す
べ
て
を
旅
し
た
。

内
容
の
ほ
か
に
、
安
全
・
安
心
が
継

続
の
理
由
。参
加
を
お
薦
め
し
た
い
。

新
企
画
に
魅
せ
ら
れ
る

　
　

文
化
財
め
ぐ
り
の
旅

�

豊
田
市　

川
上　
　

博
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① 応募内容
● ほほえましい光景、美しい風景、思い出のひとコマ、珍しい出来事、貴重な瞬間、可愛いショットなど

② 応募条件
● ご本人が撮影した写真で、原則として、過去に未発表で、他のコンテスト等に応募していないもの
　 （小規模な作品展等に出品した写真については、事務局に電話にてご確認ください。）
● キャビネ判以上のサイズで、１人１点

③ 応募方法
● 写真の他、写真のタイトル、写真の説明等のコメント（100字程度）を添えて、退教互事務局にお届けください。
● 会員氏名と連絡先、退職会員の方は退職校、現職会員の方は勤務校もお知らせください。
● �写真データ等をメールでお届けいただいても結構です。ただし、容量は８Ｍバイト以下でお願いします。（電子メー

ルアドレス：afr80960@wind.odn.ne.jp）
● 提出期限は、令和４年11月30日（水）です。
● �登録商標の無断転用、肖像権や著作権の侵害等がないことを確認の上、ご応募ください。この点に関するトラブ

ルについては、本会は一切の責任を負いません。

　

事
業
説
明
会
と

　
　
　

講
演
会
の
開
催

　

― 

令
和
４
年
度
末

　
　

 

退
職
予
定
の
方
は
必
ず
出
席
を 

―

令
和
四
年
度
末
に
退
職
予
定
の
「
退
教
互
現

職
会
員
」
の
方
々
を
対
象
に
、
退
教
互
の
事
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
案
内
は
、
九
月
二
八
日
付
け
文
書
で
、

各
学
校
の
校
長
先
生
宛
に
出
し
て
お
り
ま
す
。

退
職
後
は
、
医
療
補
助
金
事
業
な
ど
、
退
教

互
の
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
の
方
は
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
と
会
場

①
　
名
古
屋
会
場
（
尾
張
・
名
古
屋
）

　
◦
日
時
　
一
月
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時

　
◦
会
場
　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

②
　
豊
橋
会
場
（
東
三
河
）

　
◦
日
時
　
一
月
十
四
日
（
土
）
午
前
十
時

　
◦
会
場
　
豊
橋
商
工
会
議
所

③
　
刈
谷
会
場
（
西
三
河
）

　
◦
日
時
　
一
月
十
八
日
（
水
）
午
後
二
時

　
◦
会
場
　
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

④
　
予
備
会
場
（
全
域
）

　
◦
日
時
　
一
月
二
一
日
（
土
）
午
前
十
時

　
◦
会
場
　
愛
知
県
教
育
会
館
　
七
階

※�

予
備
会
場
は
①
～
③
の
い
ず
れ
の
日
に
も
出

席
で
き
な
い
方
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

※�

各
会
場
と
も
二
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

説
明
会
の
内
容

・
退
教
互
の
事
業
説
明
（
50
分
）

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
50
分
）

令
和
五
年
度  

新
会
員
の
募
集

あなたの写真で
退教互だよりの表紙を飾りませんか！

★選考された写真は、令和５年２月１日発行予定の「退教互だより154号」の表紙に掲載します。
　今、手持ちの写真でも結構です。あなたの素敵な写真を、ぜひ退教互にご披露ください。
　たくさんのご応募をお待ちしています。

令
和
五
年
度
の
新
会
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間
は
、
十
一
月
一
日
（
火
）
か
ら
十
一

月
二
五
日
（
金
）。
現
職
会
員
へ
の
加
入
機
会

は
、
今
回
一
回
限
り
で
す
。
対
象
者
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
掲
示
ポ
ス
タ
ー
等
で
加
入
資
格

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

【対象となる方】

　愛知県公立小・中・特別支援学校の教諭・
養護教諭・栄養教諭・事務職員※で以下に該
当する方。
①平成５年４月２日～平成６年４月１日生
②�令和４年度中の新規採用者で満30歳以上の
方（平成５年４月１日以前の出生）
※�尾張・三河：県費負担事務職員
　名古屋：学校事務職員を示す

退教互だより表紙写真を募集します



令和 4年 11月1日 第 153 号 （6）一般財団法人　愛知県退職教職員互助会報

訃 報

　
次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
前
号
以
降
八
月
末
ま
で
の
受
付
で
す
。

（
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
7
丹
羽
康
隆
丈

山

小
Ｈ
13
・
5
・
19

Ｈ
6
岩
月
浩
子
配

偶

者
Ｈ
16
・
6
・
9

Ｈ
3
北
河
尚
己
配

偶

者
Ｈ
20
・
2
・
22

Ｓ
60
矢
野
俊
夫
平

田

中
Ｈ
21
・
5
・
15

Ｈ
1
佐
野
保
正
千

秋

小
Ｈ
22
・
3
・
17

Ｓ
62
武
藤
　
孝
春
日
野
小
Ｈ
27
・
4
・
28

Ｈ
4
後
藤
幹
夫
稲

生

小
Ｈ
27
・
12
・
27

Ｓ
51
大
木
は
る
八

町

小
Ｈ
28
・
1
・
1

Ｈ
2
林
　
義
治
五

並

中
Ｈ
29
・
12
・
1

Ｈ
5
馬
場
重
子
配

偶

者
Ｈ
30
・
5
・
14

Ｈ
1
佐
野
芳
子
配

偶

者
Ｈ
30
・
7
・
18

Ｈ
5
河
原
一
恵
配

偶

者
Ｈ
31
・
1
・
20

Ｈ
21
奥
野
良
一
柏

原

小
Ｈ
31
・
1
・
25

Ｓ
54
宇
都
宮
登
代
配

偶

者
Ｒ
2
・
1
・
9

Ｈ
6
岩
月
　
昭
二
本
木
小
Ｒ
2
・
2
・
21

Ｈ
1
柴
田
鈴
江
配

偶

者
Ｒ
2
・
3
・
1

Ｓ
57
大
見
敏
子
安
城
東
部
小
Ｒ
2
・
9
・
20

Ｓ
56
岩
田
節
子
葉

栗

小
Ｒ
2
・
10
・
31

Ｈ
5
古
田
　
敬
大
河
原
小
Ｒ
2
・
11
・
19

Ｈ
4
大
澤
滿
枝
配

偶

者
Ｒ
2
・
11
・
24

Ｓ
63
清
水
　
隆
神

丘

中
Ｒ
3
・
1
・
7

Ｓ
54
鰐
部
　
鎮
配

偶

者
Ｒ
3
・
2
・
8

Ｈ
2
加
藤
さ
津
き
配

偶

者
Ｒ
3
・
2
・
11

Ｈ
2
金
澤
重
雄
千

郷

小
Ｒ
3
・
2
・
16

Ｈ
2
服
部
曻
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
2
・
18

Ｓ
62
武
内
菊
江
配

偶

者
Ｒ
3
・
2
・
21

Ｓ
52
鈴
木
愛
子
幡

豆

小
Ｒ
3
・
3
・
31

Ｓ
52
鷹
野
き
よ
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
4
・
13

Ｈ
10
河
田
雄
志
津
島
西
小
Ｒ
3
・
4
・
29

Ｈ
12
野
尻
一
美
吉
田
方
中
Ｒ
3
・
5
・
6

Ｈ
1
河
村
紀
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
7
・
11

Ｈ
27
大
嶋
文
雄
配

偶

者
Ｒ
3
・
8
・
11

Ｓ
59
安
藤
一
夫
配

偶

者
Ｒ
3
・
9
・
27

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
58
三
輪
正
司
配

偶

者
Ｒ
3
・
10
・
17

Ｈ
21
三
宅
友
子
稲

武

小
Ｒ
3
・
10
・
28

Ｈ
6
瀧
川
晃
子
星
の
宮
小
Ｒ
3
・
11
・
5

Ｓ
58
田
中
　
壯
配

偶

者
Ｒ
3
・
11
・
7

Ｓ
62
武
藤
君
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
11
・
19

Ｈ
5
岡
本
駿
治
緑

陽

小
Ｒ
3
・
11
・
21

Ｓ
56
嶌
村
伶
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
11
・
25

Ｓ
52
中
沢
た
づ
配

偶

者
Ｒ
3
・
11
・
25

Ｓ
56
藤
田
ふ
じ
子
配

偶

者
Ｒ
3
・
11
・
29

Ｈ
9
加
藤
孝
史
南

城

中
Ｒ
3
・
12
・
12

Ｓ
54
榎
島
芳
枝
配

偶

者
Ｒ
3
・
12
・
16

Ｈ
10
中
村
光
市
郎
御
津
南
部
小
Ｒ
3
・
12
・
17

Ｈ
10
山
本
久
幸
配

偶

者
Ｒ
3
・
12
・
25

Ｈ
7
河
合
　
壯
岩

西

小
Ｒ
3
・
12
・
30

Ｓ
56
大
宮
と
み
ゑ
浅
井
北
小
Ｒ
4
・
1
・
3

Ｈ
22
松
野
茂
明
扶
桑
北
中
Ｒ
4
・
1
・
10

Ｈ
7
百
崎
三
郎
效

範

小
Ｒ
4
・
1
・
10

Ｈ
4
竹
生
節
男
東

陽

中
Ｒ
4
・
1
・
11

Ｈ
10
樋
田
順
子
神

山

小
Ｒ
4
・
1
・
22

Ｈ
3
野
村
邦
夫
あ
ず
ま
中
Ｒ
4
・
1
・
29

Ｈ
5
岡
本
博
行
陽

明

小
Ｒ
4
・
2
・
4

Ｈ
30
石
原
敬
久
岩
倉
北
小
Ｒ
4
・
2
・
6

Ｓ
50
川
合
民
子
井

田

小
Ｒ
4
・
2
・
11

Ｈ
29
安
藤
信
之
南

光

中
Ｒ
4
・
2
・
12

Ｈ
16
金
子
喜
子
緑

丘

小
Ｒ
4
・
2
・
12

Ｈ
1
柴
田
宗
一
細

川

小
Ｒ
4
・
2
・
12

Ｈ
8
髙
橋
　
明
山

王

中
Ｒ
4
・
2
・
17

Ｈ
14
川
村
尚
子
滝

川

小
Ｒ
4
・
2
・
21

Ｈ
9
小
島
　
博
浦

里

小
Ｒ
4
・
2
・
21

Ｓ
60
大
鹿
三
智
子
津
島
西
小
Ｒ
4
・
2
・
22

Ｈ
4
山
田
　
桂
東

郷

中
Ｒ
4
・
2
・
22

Ｓ
60
伊
藤
昭
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
2
・
23

Ｓ
63
西
谷
味
佐
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
2
・
24

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
4
長
谷
部
忠
義
千

秋

小
Ｒ
4
・
2
・
26

Ｈ
2
加
藤
釼
次
陶

原

小
Ｒ
4
・
2
・
27

Ｈ
8
中
根
勇
夫
幸
田
南
部
中
Ｒ
4
・
3
・
6

Ｈ
10
春
日
井
和
代
今
伊
勢
小
Ｒ
4
・
3
・
8

Ｈ
6
神
谷
道
雄
葉

栗

中
Ｒ
4
・
3
・
8

Ｈ
5
彦
坂
　
一
御
津
南
部
小
Ｒ
4
・
3
・
9

Ｈ
6
武
藤
錠
二
佐
屋
西
小
Ｒ
4
・
3
・
9

Ｈ
7
村
井
克
匡
矢

田

小
Ｒ
4
・
3
・
14

Ｓ
53
大
津
準
一
幸

田

中
Ｒ
4
・
3
・
15

Ｓ
59
内
藤
璋
子
駒

場

小
Ｒ
4
・
3
・
15

Ｈ
4
川
口
和
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
3
・
16

Ｓ
60
塚
本
　
操
配

偶

者
Ｒ
4
・
3
・
16

Ｈ
20
吉
田
和
光
稲

西

小
Ｒ
4
・
3
・
20

Ｈ
5
大
竹
友
勝
鬼

崎

中
Ｒ
4
・
3
・
22

Ｓ
59
伊
藤
　
孝
大
里
東
小
Ｒ
4
・
3
・
24

Ｈ
6
豊
田
　
巖
豊
明
栄
小
Ｒ
4
・
3
・
25

Ｓ
60
伊
藤
智
子
小

碓

小
Ｒ
4
・
3
・
31

Ｈ
18
宮
田
利
弘
配

偶

者
Ｒ
4
・
4
・
1

Ｈ
16
水
村
民
之
幡

豆

中
Ｒ
4
・
4
・
2

Ｓ
58
藤
井
三
喜
代
木
曽
川
東
小
Ｒ
4
・
4
・
4

Ｈ
22
有
馬
正
己
緑

丘

小
Ｒ
4
・
4
・
5

Ｈ
6
渡
邉
祐
二
長

岡

小
Ｒ
4
・
4
・
5

Ｈ
1
中
尾
兼
雄
水
無
瀬
中
Ｒ
4
・
4
・
9

Ｈ
10
太
田
　
満
東

山

小
Ｒ
4
・
4
・
11

Ｈ
7
岡
田
基
司
萩

山

中
Ｒ
4
・
4
・
13

Ｈ
6
佐
々
木
　
馨
高
針
台
中
Ｒ
4
・
4
・
14

Ｓ
56
河
合
由
美
廿
軒
家
小
Ｒ
4
・
4
・
19

Ｈ
3
黒
川
信
行
諏

訪

小
Ｒ
4
・
4
・
21

Ｈ
2
浅
田
　
勇
大

府

小
Ｒ
4
・
4
・
25

Ｓ
60
小
野
利
郎
坂

崎

小
Ｒ
4
・
4
・
27

Ｈ
7
梅
澤
隆
頼
乙

川

中
Ｒ
4
・
4
・
28

Ｓ
60
鈴
木
邦
雄
小
坂
井
西
小
Ｒ
4
・
4
・
29

Ｈ
2
磯
貝
重
義
一
色
南
部
小
Ｒ
4
・
5
・
1

Ｓ
57
加
藤
敏
和
富
士
松
中
Ｒ
4
・
5
・
1

Ｈ
9
鷲
見
ユ
ミ
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
2

Ｓ
53
畑
中
り
ょ
う
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
2

Ｓ
58
鈴
木
美
保
子
篠

原

小
Ｒ
4
・
5
・
3

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
26
恩
田
敏
久
藤
山
台
中
Ｒ
4
・
5
・
4

Ｈ
25
松
本
美
奈
子
今
伊
勢
西
小
Ｒ
4
・
5
・
5

Ｓ
63
井
原
真
幸
新

川

小
Ｒ
4
・
5
・
10

Ｓ
54
河
田
恵
水
広

路

小
Ｒ
4
・
5
・
11

Ｈ
3
中
川
美
恵
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
11

Ｓ
61
早
川
冨
佐
子
栗

栖

小
Ｒ
4
・
5
・
11

Ｈ
1
水
野
日
出
夫
森

岡

小
Ｒ
4
・
5
・
11

Ｈ
17
森
嶋
勝
昭
三

和

小
Ｒ
4
・
5
・
17

Ｈ
9
山
本
き
ん
子
黒

石

小
Ｒ
4
・
5
・
18

Ｓ
62
松
浦
美
代
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
19

Ｈ
14
杉
山
敏
久
桃
ヶ
丘
小
Ｒ
4
・
5
・
20

Ｓ
62
川
尻
妙
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
24

Ｓ
61
中
野
直
美
津

田

小
Ｒ
4
・
5
・
24

Ｈ
5
河
原
　
公
岩
成
台
中
Ｒ
4
・
5
・
25

Ｓ
60
舟
橋
よ
志
枝
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
25

Ｈ
6
渡
邉
弘
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
27

Ｈ
1
宮
島
啓
六
犬
山
南
小
Ｒ
4
・
5
・
28

Ｈ
24
橋
本
　
正
西

成

中
Ｒ
4
・
5
・
29

Ｈ
20
斉
藤
正
嗣
春

日

小
Ｒ
4
・
5
・
30

Ｈ
3
小
野
光
二
二

川

小
Ｒ
4
・
5
・
31

Ｈ
4
後
藤
鋭
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
5
・
31

Ｓ
56
渡
辺
宏
子
山

王

小
Ｒ
4
・
6
・
1

Ｈ
23
那
須
康
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
2

Ｈ
9
後
藤
次
夫
清
洲
東
小
Ｒ
4
・
6
・
4

Ｈ
19
酒
井
　
定
矢
作
北
小
Ｒ
4
・
6
・
4

Ｈ
4
伊
藤
和
子
内

山

小
Ｒ
4
・
6
・
8

Ｈ
12
山
田
一
也
桜

小
Ｒ
4
・
6
・
8

Ｓ
57
小
林
ま
つ
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
10

Ｈ
11
島
村
秀
子
沓

掛

中
Ｒ
4
・
6
・
10

Ｓ
62
森
嶋
一
夫
上

野

小
Ｒ
4
・
6
・
11

Ｈ
11
関
戸
睆
司
山

田

中
Ｒ
4
・
6
・
13

Ｓ
57
市
川
道
子
守
山
西
中
Ｒ
4
・
6
・
14

Ｈ
17
田
中
元
夫
岩

田

小
Ｒ
4
・
6
・
15

Ｓ
54
三
溝
佐
和
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
17

Ｈ
11
都
築
真
理
子
富
士
松
北
小
Ｒ
4
・
6
・
17

Ｓ
58
三
橋
美
智
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
17

Ｈ
5
大
岩
一
司
小

原

中
Ｒ
4
・
6
・
18

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
1
奥
田
昭
三
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
21

Ｈ
15
徳
村
弥
生
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
22

Ｈ
7
渡
邉
幹
夫
東
志
賀
小
Ｒ
4
・
6
・
22

Ｓ
60
喜
多
八
千
代
七

宝

小
Ｒ
4
・
6
・
23

Ｓ
50
坪
井
千
都
世
加
木
屋
南
小
Ｒ
4
・
6
・
23

Ｈ
3
太
地
　
馨
清

洲

小
Ｒ
4
・
6
・
24

Ｓ
56
野
田
照
子
石
ケ
瀬
小
Ｒ
4
・
6
・
24

Ｈ
11
青
山
清
和
大

高

中
Ｒ
4
・
6
・
25

Ｈ
3
梅
村
松
枝
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
26

Ｈ
3
北
河
　
努
小
坂
井
東
小
Ｒ
4
・
6
・
27

Ｈ
4
鈴
木
　
寿
八

名

小
Ｒ
4
・
6
・
28

Ｈ
2
伊
串
彰
臣
東
志
賀
小
Ｒ
4
・
6
・
29

Ｈ
1
加
藤
博
之
栄

生

小
Ｒ
4
・
6
・
29

Ｓ
57
岩
井
笑
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
6
・
30

Ｈ
10
出
口
　
修
河

和

小
Ｒ
4
・
7
・
3

Ｈ
17
大
澄
孝
子
柏

原

小
Ｒ
4
・
7
・
6

Ｈ
17
森
加
博
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
6

Ｈ
4
藤
榮
み
ち
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
7

Ｈ
4
古
井
　
亘
市

木

小
Ｒ
4
・
7
・
7

Ｓ
58
伊
藤
美
江
大

須

小
Ｒ
4
・
7
・
8

Ｈ
3
日
比
富
美
子
八

社

小
Ｒ
4
・
7
・
8

Ｈ
6
外
山
百
合
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
10

Ｓ
59
野
々
垣
千
津
子

配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
10

Ｈ
31
平
國
勇
造
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
10

Ｈ
19
白
井
　
庸
童

浦

小
Ｒ
4
・
7
・
11

Ｈ
1
早
川
　
雄
亀

島

小
Ｒ
4
・
7
・
11

Ｓ
62
安
藤
た
づ
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
13

Ｓ
63
飯
田
俊
子
西

成

小
Ｒ
4
・
7
・
14

Ｈ
10
岩
山
知
司
葵

小
Ｒ
4
・
7
・
15

Ｈ
3
高
橋
明
雄
吉

良

中
Ｒ
4
・
7
・
15

Ｈ
12
東
野
澄
子
大
府
南
中
Ｒ
4
・
7
・
15

Ｈ
17
渡
辺
賢
一
鶴

城

中
Ｒ
4
・
7
・
16

Ｓ
60
安
田
正
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
18

Ｈ
1
間
瀬
里
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
19

Ｈ
5
在
藤
滋
朗
古
知
野
中
Ｒ
4
・
7
・
20

Ｒ
2
八
神
久
美
子
老

松

小
Ｒ
4
・
7
・
23

Ｓ
59
伊
藤
利
子
志
段
味
西
小
Ｒ
4
・
7
・
24
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退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
58
座
馬
純
子
浄

心

中
Ｒ
4
・
7
・
24

Ｈ
3
三
井
　
豊
幸

小
Ｒ
4
・
7
・
25

Ｈ
1
湯
原
京
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
25

Ｈ
14
野
水
隆
彦
宝

小
Ｒ
4
・
7
・
26

Ｈ
25
水
野
智
恵
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
26

Ｈ
7
加
藤
憲
尚
矢
作
北
中
Ｒ
4
・
7
・
27

Ｓ
58
竹
内
喜
久
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
27

Ｈ
26
大
橋
香
代
子
中

川

小
Ｒ
4
・
7
・
28

Ｈ
20
小
松
文
五
東

山

小
Ｒ
4
・
7
・
28

Ｈ
2
中
山
朝
代
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
28

Ｓ
62
杉
浦
百
合
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
7
・
29

Ｈ
12
髙
木
志
朗
犬
山
南
部
中
Ｒ
4
・
7
・
31

Ｈ
9
武
田
清
次
成

章

小
Ｒ
4
・
8
・
2

Ｓ
63
鈴
木
春
江
西

端

中
Ｒ
4
・
8
・
3

Ｈ
9
小
林
正
暉
田

代

小
Ｒ
4
・
8
・
4

Ｓ
54
三
浦
照
代
か
り
が
ね
小
Ｒ
4
・
8
・
4

Ｈ
25
尾
崎
啓
子
中

畑

小
Ｒ
4
・
8
・
5

Ｓ
58
片
山
五
百
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
8
・
6

Ｓ
61
諏
訪
明
正
志
段
味
東
小
Ｒ
4
・
8
・
6

Ｈ
4
川
口
和
美
北

陵

中
Ｒ
4
・
8
・
7

Ｈ
2
岡
島
　
博
清

水

小
Ｒ
4
・
8
・
8

Ｈ
9
高
須
君
照
一
色
中
部
小
Ｒ
4
・
8
・
9

Ｈ
21
志
賀
厚
生
知

立

小
Ｒ
4
・
8
・
11

Ｓ
63
大
塚
洞
林
藤

江

小
Ｒ
4
・
8
・
15

Ｈ
6
横
井
鍗
二
港

小
Ｒ
4
・
8
・
19

Ｈ
16
三
輪
田
敏
彦
津
島
西
小
Ｒ
4
・
8
・
20

Ｈ
8
森
　
茂
治
高
浜
南
中
Ｒ
4
・
8
・
21

現
職
の
訃
報

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

現
職
山
田
義
久
大

浜

小
Ｒ
3
・
12
・
24

現
職
西
光
寺
明
日
香

自
由
ケ
丘
小
Ｒ
4
・
1
・
29

現
職
長
谷
部
　
剛
篠

目

中
Ｒ
4
・
7
・
24

昭
和
44
年
度

松
井　

チ
ヨ
（
岡
崎
市
）

昭
和
44
年
度

今
井
と
み
子
（
千
種
区
）

昭
和
46
年
度

近
藤　

巌
子
（
刈
谷
市
）

昭
和
48
年
度

加
藤　

鈴
子
（
中
村
区
）

昭
和
49
年
度

村
瀬
と
志
ゑ
（
豊
川
市
）

昭
和
52
年
度

福
若　

満
子
（
岡
崎
市
）

昭
和
53
年
度

岡
本　

鋓
門
（
豊
田
市
）

昭
和
55
年
度

永
田　

鐐
二
（
岐
阜
県
）

昭
和
55
年
度

岩
田　

節
子
（
一
宮
市
）

昭
和
56
年
度

井
戸
田
安
子
（
豊
川
市
）

昭
和
56
年
度

伊
藤
千
枝
子
（
日
進
市
）

昭
和
57
年
度

長
井　
　

滋
（
千
葉
県
）

昭
和
58
年
度

袴
田　

斗
子
（
中
川
区
）

昭
和
58
年
度

中
島　

房
子
（
豊
川
市
）

昭
和
58
年
度

新
居
美
智
子
（
常
滑
市
）

昭
和
59
年
度

山
下　

八
重
（
安
城
市
）

昭
和
59
年
度

近
藤　

鍵
敏
（
刈
谷
市
）

昭
和
59
年
度

浅
田　

禮
子
（
知
多
郡
）

昭
和
60
年
度

大
橋
百
合
子
（
昭
和
区
）

昭
和
60
年
度

中
村　

義
夫
（
千
種
区
）

昭
和
60
年
度

小
島　
　

栄
（
豊
田
市
）

昭
和
60
年
度

岩
瀬　

京
子
（
岡
崎
市
）

昭
和
60
年
度

杉
浦　

す
み
（
稲
沢
市
）

昭
和
60
年
度

丸
山
キ
ヨ
子
（
岡
崎
市
）

昭
和
61
年
度

水
野　

治
雄
（
北
名
古
屋
市
）

昭
和
61
年
度

吉
田
せ
つ
子
（
名
東
区
）

昭
和
62
年
度

野
々
部
鋼
達
（
一
宮
市
）

昭
和
62
年
度

鈴
木
ソ
ノ
子
（
豊
橋
市
）

昭
和
62
年
度

原
田　

三
夫
（
豊
田
市
）

平
成
1
年
度

佐
治　

信
子
（
南
区
）

平
成
1
年
度

大
島　

綾
子
（
大
府
市
）

平
成
1
年
度

長
谷
川
瑞
一
（
知
多
郡
）

平
成
1
年
度

森　
　

繁
雄
（
あ
ま
市
）

平
成
2
年
度

古
川　

史
子
（
北
設
楽
郡
）

平
成
2
年
度

西
垣
惠
美
子
（
稲
沢
市
）

平
成
4
年
度

山
田　
　

武
（
北
設
楽
郡
）

平
成
4
年
度

堀
田　

弘
子
（
春
日
井
市
）

平
成
4
年
度

堀
田　

正
彦
（
清
須
市
）

平
成
4
年
度

水
野　

重
子
（
豊
田
市
）

平
成
4
年
度

楜
澤
さ
か
え
（
天
白
区
）

平
成
4
年
度

松
野　

知
映
（
碧
南
市
）

平
成
5
年
度

藤
井　
　

充
（
西
尾
市
）

平
成
6
年
度

秦　
　

朋
子
（
半
田
市
）

平
成
7
年
度

内
藤　

成
信
（
三
重
県
）

平
成
7
年
度

坂
田　

汐
子
（
瑞
穂
区
）

平
成
8
年
度

渡
辺　

秋
子
（
清
須
市
）

平
成
9
年
度

野
嵜　

栄
子
（
南
区
）

平
成
10
年
度

古
本　

良
夫
（
豊
橋
市
）

平
成
16
年
度

中
西　

三
恵
（
尾
張
旭
市
）

平
成
18
年
度

兼
井　

晴
子
（
知
多
郡
）

平
成
18
年
度

水
川
ひ
ろ
み
（
稲
沢
市
）

平
成
20
年
度

水
向
ち
よ
子
（
岐
阜
県
）

平
成
21
年
度

川
口　

高
正
（
日
進
市
）

平
成
22
年
度

榊
原　

栄
信
（
半
田
市
）

平
成
24
年
度

大
塚　

千
晶
（
東
京
都
）

令
和
2
年
度

石
原　
　

功
（
刈
谷
市
）

　次の方々は、前号の「退教互だより」等の郵便物が転居先不明で返送され、困っています。
友人・知人の方で転居先をご存じの方がみえましたら、退教互にご連絡ください。（敬称略）

お尋ね
昭和44年度～令和2年度
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